
 

東京マラソン2020 報告書 

大会名： TOKYO MARATHON 2020  

日時： 3月1日  

結果： 3位（1:30:04）   

報告者:洞の上選手（福岡県） 

3月1日に行われた東京マラソン2020に出場しました。  

東京パラリンピック出場には、1：24：02というハイパフォーマンススタンダードタイムを切り、かつ最低で

も、すでに内定している鈴木を除き、日本人2番に入るのが絶対条件（現在、渡辺が最上位1：24：00

を保持）です。期間は6月7日までです。  

選考において、その一つ上の優先順位にあるのが、今年のマラソンワールドカップで、すでに内定してい

る選手（マルセル・ダニエル・ダイ・鈴木）以外の上位2名に枠が与えられます。  

私は、そのマラソンワールドカップにおいて、昨年の大分国際で、日本代表になれなかったので、ハイパ

フォーマンス枠での出場を目指しています。  

※パラ陸連に対して、マラソンワールドカップにおいて、1か国6名までの出場権利がありながら、3名し

か派遣しない（すでに内定をしている鈴木を除く、2名しかパラリンピックの枠取りのチャレンジを与えな

い）ということに対し、数名の選手と共に異議申し立てを行っているところです。  

今回の東京マラソンでは、新型コロナの影響で有力な外国人選手が欠場とのことでしたが、チャンスは

あると思ってレースに臨みました。  

整列時は、ちょっと肌寒く感じましたが、スタートから体はよく動いてくれました。  

約1㎞地点の高架下で、下り坂の得意な西田選手が仕掛けてきました。それに合わせた鈴木選手に、

慌てることなく対応することが出来ました。  

前半の長い下り坂を、どうやって凌ぐかが最大のポイントでしたが、スタートしてみて、調子が良かった

ら、積極的に仕掛けようと思っていましたので、そこから、積極的に先頭を引っ張りました。  

後に動画で確認したところ、この時点で、先頭洞ノ上、渡辺、鈴木、西田の第一グループ。  

そろそろ先頭交代したい、疲れた・・・と思っていたところに、後方から「GOGO」と西田の声が…こういう

時は「後続離れてるよ、このまま速度上げて引き離しましょう！」という感じで、読み解けます。  

それからほんの少し前を走りました。時間にして5～10秒ほどなのですが、それが、最大の敗因でした。  

その後、先頭を代わり、前に出たのが渡辺でした。  

その時点で、一車分ほど前の選手に後れをとってしまい、そこからコース最大の下り坂にさしかかり、時

速50㎞オーバーとなり、車輪を漕ぐことができなくなります。  

前選手とは、一車ほどの距離なのですが、速度が上がると、その分空気抵抗も大きくなり、みるみるうち

に引き離されてしまいました。  

そこで、全てが決しました。  

その後は、後ろの集団に吸収され、距離を進むにつれて、前から落ちてきた選手を吸収していきまし

た。 途中から鈴木選手が独走となり、20㎞を過ぎた辺りで、西田選手、渡辺選手も吸収して、大きな

第二集団となりました。  

集団で走っていても、調子の良さを感じていましたので、30㎞地点のコーナーを利用してアタックを試

みました。 

それに反応したのが、渡辺で、そこからは二人で、ローテーションを行い、後方から追いかけてくる選手

たちから、なんとか逃げ切ることが出来、2 位3 位フィニッシュでした。  

今回、目標としていたハイパフォーマンスタイムを切ることが出来ず、さらには鈴木選手に大差をつけら

れてしまい残念ですが、レース中は、良い手応えを感じていましたので、次戦のボストンマラソンに向け

て、諦めずに頑張りたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


